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13.餌木のマツから羽化脱出する牛イロ,コキクイムシの成虫の分布.林業告虫の防除に関する
研究.節4報 践野呂司･良沢純夫 ･伏見静枝 (イハラ貞光研究所)43.6.24受m

糾木としたマツの秘技から羽化脱山するキイロコキクイムシ成虫の分布'型を,10cmの長さを調査

111位として,3日ごとに調べた. その分布は過大分散で, 7本からえられた94個の焚料のうち,92

桐が負の二項分布によく適合した.同一供試木の調査日別の負の二項分布の共通のkが計拝できた`

のは.7本申5本で,▲のこりの2本も果常と思われた資料をのぞくことによって, その井光は可能

であった.供試木全体における共通のkは, 7本のうち1本を除外することによって求めえられ,

その値は0.296であった`

さきに筆者らl)は,穿孔虫類の加古をうけて枯択し

たマツの樹枝部から脱山す る. キイロコキクイムシ

CryphalusfutvusNiijimaの成虫の数は,ランダム

分布ではなく災rll分布を示し.その代表的なモデルの

一つであるflの二項分布型によく適合することを報告

した.またflの二項分布の一つの母数であるkの位を

磁尤比でもとめ.兆皿のkeの他が狩られるかどうか検

肘を拭みた.その結果は,同一供試木におけろ調査時

NlのLfdなった斑料の周には,共通のkeの値の評定が可

能なものもあったが,供試木全体ではその値は算定で

きなかった.しかし供試木の条件をより限定すれば,

火池のk.が求められる可能性があることを推諭した.

その発作･%似淀するためのひとつの措置として.今回

tLと試木に対する牙孔血の加qJ期間を一定にするために.

触全なマツの立木の樹枝部を伐採し.一定期間林地内

に肘木として放匠した.その後火映壷の環境条件下で,

それから脱山するキイロコキクイムシ成虫の分布につ

いて調査した.その舶来をここに報告する.本文に入

るにききだち,供試木の捉供を賜わった,静岡県保安

林巡視員.鈴木時辞氏に感謝の志を表する.

美浜材料および方法

ttLj水71J'日本平に自生する.約50年生の郎全なクロマ

ツ立木7本をえらび,直径2cm～6cmの樹枝の一部

を1967咋7月小佃に伐採し.長さ50cm-100cmに切

断して.伐採した林地内に餌木として約20日間放起し

た.その授これらを10cmの良さに丸切りし,その切

IIlは乾塊をyJlぐためにパラフィンで封じ,二重のポ.)
エチレンの矧こ各1本ずつ封入し,温度25oC,況匠

60,%のu氾基に置いた.調査は甥入れをした日から3

口おきに脱山した成虫の数を記録し,脱出がみられな

くなる出?.'515同までつづけた.
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括異と考察

先織5)においてしろした様に,分布型の判定は,一

般にまず培本の平均値.守と分散S2を求めて, この比

S2/Bが≦1か どうかでなされる.いま7本の供試木

からえられた94個の培本について, 丘,S2およびS2/a

を求めた結果を節1表 にしめした.S2/引まいずれの

標本においても1より大きく,脱出成虫の分布が過大

分散に属することがわかる.分布型の判定は,また械

軸に虎を,縦軸に対応するS2を打点し,そのちらは

りの状態を傾き1(S2/虎-1)のポアソンの理論直線と比

較することによってもなされうる.第1表より餌木か

ら脱出するキイロコキクイムシ成虫の分布が,明らか

にポアソン分布より大きな過大分散を示すことがわか

ち.つぎに,過大分散の代表的な数学的モデルのひと

つである負の二項分布への適合性を検討するための鳥
の他を,最も効率の良いとされているBlissandFi･

sher2)の最尤法によって求めT=.節2誠の敷他がそ
<

の結果である.えられたkの伯をもちいて,各捺本の

負の二項分布へのあてはめを行ない,適合性を枚起し

た結果が第3表である.

適合性の検定は.5以下の項をまとめて,xJ淑験
を行なうのが普通であるが,できるだけ蹴密を叩け る

ために.本報では1以下をまとめて検定した.このt.IL'

架は節3表にみられるごとく.全調査だ料94桐の内

P=0.05では90桐が,また P=0.01では92榊がf'Iの

二項分布に適合することがわかった.

flの二項分掛ま災Frl分布を表わす数学的モデルのひ

とつで.その弧中皮は,母数kによって示される.k

の値が小さいほど三秒fTの度合が大きい.またkは昆虫

の繁殖率と一定の関係があるといわれている.一般に

同一種の生物であれば.平均値の只なる個体群であっ
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Table1. Overdispersionsfoundin94seriesofadultdistributionsofCryJ)hatusfutvusNiijima
emergedfrompinebranchesplacedforoviposition.庶-samplemean,S2-Observedvariance.

TreeTerm Observation

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

.i 1.8510.7841.486 1.9861.8651.703 1.5541.7032.0951.527I.365I.5811.635 1.838 2.676
B s2 6.8952.2274.19810.6717.2145.102 8.7444.6508.1145.1843.0024.0826.016 6.41227.592
S2/虎3.7252.8412.824 5.3723.8692.997 5.6262.7313.8743.3952.2002.5823.679 3.48910.312

度 0.6000.5060.494 0.6820.7410.718 1.0351.4121.1411.1180.9651.2591.341 0.918
D s22.1711.4202.658 2.1482.0512.015 3.3446.2693.7894.2963.7735.4567.132 3.838
S2/元3.6192.8065.379 3.1484.8922.807 3.2304.4403.3213.8433.9114.3345.318 4.183
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0.9851.1471.235 0.985I.0440.9121.2501.2210.5590.676 0.691
2.6714.7247.795 3.1794.4313.6945.8025.5482.9962.252 2.933
2.7114.1196.310 3.2264.2444.0514.6424.5455.3623.329 4.244

1.111(I.9801.071 1.1721.14111620.8591.2121.1310.970 0.707
7.3044.7965.80110.6955.3069.4634.3479.1488.0744.458 3.577
6.5734.8945.418 9.1274.6498.1475.0637.5477.1374.598 5.058

0.9131.4351.159 1.6381.7541.3191.4201.1011.0001.464 1.319 0.971
6254.5435.901 7.3827.7184.2206.5714.6512.9415.95816.573 5.499
0653.1675.089 4.5074.4013.2004.6264.2232.9414.07012.567 5.663

0.705 0.958 0.926 0.716 0.642
5.508 6.764 6.388 3.174 3.658
7.810 7.Wl 6.896 4.434 5.697

6670.3700.731 0.8520.6940.7690.6200.6480.7410.944 0.731
1.1781.1142.852 2.9312.4762.4791.3782.0062.0122.558 2.245
I.7663.0073.900 3.4413.5653.2252.2213.0952.7162.708 3,069

Table2.Exponentk'Sestimatedbythemaximumlikelihoodmethod2).
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ても,密度効果がはたらく場合をのぞいて,ほぼ同一

の帆をとることが期待される.またkに共並のlLllが求

められれば.日出の符政調IIf,発生消長,発生予察お
よび防除光刑の布効皮の解抑こ,これを利用すること

ができろ.火通のkeの旧がえられるか否かの判定は横

軸にBを,縦軸にy'/∫'(ここで y'-S2-度,x'-.V-′2-

S2/N)をとり.各班本位を打点して,各点のちらぼり

かたが,叩-の田緑で代表されるか石かによってなさ

れろ.各調JIER料のllltを打点した純米が邦1図である.

那1図において.各点は,かなりちらぼっているが,

メ/∬'は,おおむね2-5の間にあることがわかる.

共通のkeの算定法には種々あるが,いま,比較的簡

便な BlissandOwenl),Bliss8)の方法をもちいて,
各供試木ごとの共通のkcの値を算出した.第4表の数

倍がその結果である.第2回目の値は,第1回目の計

算からえられたkclをもちいて算出したものであるが,

87
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･Table3.SummerizedresultsoffittingthenegativebinomialtocountsofadultsofCryphatus

fuZvusNiijimaemergedfrom pinebranchesplacedforoviposition･

TreeTerm Observation

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

d.I. 7 3 5 7 7 6 6 6 7 6 5 5 6 6 8
B x22.9770.8976.9518.7627.3256.86412.7697.7144.9163.5417.5429.050 5.059 5.40710.063
P 0.8850.8260.2280.2730.4040.339 0.0480.2640.6710.7380.1870.110 0.538 0.494 0.264

d.I. 3 3 3 4 4 4
D x2 4.1983.5863.7193.0281.4684.137
P 0.2450.3120.2920.5570.8310.397

d.I. 7 4 3 4 4 4
E x2 5.9290.8300.7561.8116.2824.066
P 0.5500.9330.8590.7720.1840.407

F d;I･5.宇771.芸151.芋1｡5.喜122.…912.宇38
p o.4540.8b60.6390.3290.7170.740

G d･i 5.3｡51.喜679.…8｡3.2421.宝｡82.5957
P 0.2000.6480.0930.4890.9220.807

d.I. 3 .1 1 3

5 6 5 5 5 5 6 4
3.5228.5834.7292.8962.5(姫2.611 3.168 5.854
0.6230.1990.4560.7160.7750.759 0.787 0.212

4 4 4 5 5 2 3 3
3.6270.8785.7023.8905.3870.767 1.625 1.700
0.4640.9260.2260.5680.3790.684 0.657 0.641

5 6 6 5 5 5 5 4
1.4949.7127.6262.2740.9148.54314.422 0.288
0.9120.1450.2700.809(I.9680.136 0.014)0.990

6 6 5 5 4 4 5 4 4
6.8822.5424.6603.7513.2490.976 8.197 2.404 4.341
0.3370.8610.4640.5890.5190.912 0.153 0.664 0.371

4 4 4 3
H x22.9150.9862.225 1.652 5.916 0.577 4.351 2･681
P 0.4150.3280.145 0.652 0.207 0.964 0.369 0.452

d.F. 4 2 5 3 ･3 4 5 4 4 4 4 4 4 4
J Z2 4.234●1.1282.5746.7541.4002.80417.7141.7512.5133.9438.3013.813 4.78216.423
P 0.3850.5770.8110.0840.7060.595 0.0060.7810.6450.4230.0850.440 0.313 0.005
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Fig.1.Relationineachsampleof7treesofthe

observed1/kl-y'/X'tothemean.TreeBチ,
D●,Ee,F0,GO,H ◎,J⑳.

kC2はほとんどkclの他に近似しており,1回の計罪で

かなり妥当なk.の推定値ができたことがわかる. え

られた keの x2検正は,x2=Z(wy2)-zZ(W巾')/I
(wx'2)のTlllを求め.r川日比-912でなされる. ここ
で叫ま111みで.次式であらわされろものである.

0.5(N-1)k.1 1
W=Ti'TkiTlr)こてik'=1)7両二面白きー●W +AkG戸ー
1/k'は,Zy'/Zx'であり,つぎには,えられたkclの旭

を代入して kC2の伯を求める.x2検定の結果,供試

木7本のうち,GとHを除いて,p-0.05において,

いずれも)I:･池のkcの低を詐定することができた.供試

木GおよびHについて,各調光托料を検討してみると,

88

Gの邦1回および荊14回日の調査資料が,他のものに

くらべ.分散がとくに大きい.この原因は.邦1回目
で1本.節14回日で2本の調査木にとくに脱出成虫数

の多いもののあるためである.この回にのみ,このよ

うに異将なものがあらわれたことは,その調査木に,

他の異なる特別の条件が介在していたと考えられる.

いま.この2回を除外して,共通のkeの他を再度群山

してみると,その値は,前にもとめたものとbTdなり.

pは0.460となり,共通のkcの値を辞定することがで

きた.この他は,邦4表の ( )の中の放ij<で示した.

またHについては, 邦3回目におけるy'/∫'の肌が他
のものとあさらかに舛なり.大きな旭をホしている.

この節3回目は,脱出成虫がみられた調出水数が企本

数95本のうち,わずか6本であり,また,さらにその

巾の1本に.脱出成虫数が多いものがあった.この様

な資料から,分布型を調べることは不適当であると巧'

えて,いまこの回だけを除外し.残 りのものについて

jll･皿のkeを求めた結果は,p-0.884で十分そのfLrtが

えられることがわかった.前と同様にこの仙ま耶4出
の ( )の数!j<でしめした.以上のことから,糾木と

した各鵬試木におけるlt:･池のkeの他は,とくにJlQT'F;'Iと
.rTiiわれるものを除タル て群定すれば,そのlLLr(が求めら

れることがわかった.

供試木全体での共通のkcの枚正を行なった紙鵜を耶
4=R蚊下段にしめしたが,その磁率が<0.00lで求め
ることができなかった.いま,朗試木rfI.奴も大きな



防 虫 科 学 節 33 巻-ⅠII

Table4.Estimationofcommonke

No.of lstestimation

Observation krI X2

B

D

E

F

G

TJ
H

15 0.57186 18.613

14 0.30135 19.471

14 0.26866 8.998

14 0.17771 7.676

15 0.26728 35.478
(ll) (0.34876) (ll.878)
14 0.32638 10.303

8 0.09617 57.049
(7) (0.13162) (2.343)

2mdestimation

P k'2 x2 P

0.184 0.57142 22.(娼5 0.081

0.112 0.30322 17.572 0.179

0.772 0.26867 9.113 0.763

0.860 0.17795 7.479 0.873

0.002 0.26802 30.344 0.008
(0.460)

0.669 0.32633 9.950 0.698

(0.001 0.09291 28.231 (0.001
(0.884)

Total 94 0.37230 240.152 (0.001 0.39308 196.871 〈0.001

kcの肌を示すBをのぞいて計許しなおすと.供試木全

体にJt･迅なkeの情が求められ,その仙ま0.296であっ

た.Bを除くべき適当な叩rflを見出せないが.この

ことは,供試木をさらに多く取ろならば,供試木全体

の共通のkeのlLlfがえられる可椛性を示すと考えられ

る.
A

共通のkeの許El1方法には.他のひとつにBlissand
Fisher2)の収尤法がある.評者らは,すでにキイロコキ

クイムシの母孔の分布について,この方法をもちいて.

共通のkeの伯の群山を試みた8).いま供試木Eについ
て,その他を詐定した結果を卵5表にしめした.兆過

のkeの推定値は0.28383となり,その分散は0.0060と
なった. これから供試木Eの14胴の調禿汗料にたいす
る positiveexponentk'は,IP-な数値ke-0.28383

Table5. Calculationofacombinedkeby

士0.02449でしめきれろ.同じ托料について Bliss

andOwenl).Bliss3)の方法によって求めた低は.節

4表に示すように0.26867であった.このように兆通

のkeの肌がそのTn日方法によっても如なることを示し

ている.

今回の試験結果から.内木としたマツの樹枝部から

羽化脱出するキイロコキクイムシ成虫の分布は,枯択

木の樹枝部で調べた結果と同じく,過大分散を示し,

免の二項分布型に良く適合することがわかった.また

共通のkeについても,とくに異常と思われるものを除

タル て評定すれば.どの供試木にも,それぞれの共通

なkeの他が求めることができた.さらに全体に共通な

koのlLl(についても,供試木の条件をより限定するか,

あるいはより多くの供試木をもちいて罪定を試みれば,

maximum likelihoodfrom the14Observations

ofadultsofCry♪hatusfutvusNiijimaemergedfrom pinetreeE.

Observation Term

1

2

3
4

5
6

7
8

9
10
ll
12

13

Calculationofscorefor

kl'-0.28 k2'-0.29 k/-0.284

Zf 26.182162 23.304559 25.000174
zl l4.970893 -5.938584 -5.371540
zl 1.434693 0.645211 1.108122
zl 16,866048 15.150331 16.159976
zl -0.319032 -1.511306 -0.811465

zl -13.338221 -14.231397 -13.648953
zl 7.917202 6.402400 7.200651

zL -6.156193 -7.108560 -6.550587
zL -4.097025 -5.082998 14.463985
zL l3.835176 -5.008825 -4.327933

I, 7.916801 6.28C280 7.242454
zL --15.012393 -15.211148 -15.097620
1L -2.025633 -2.771396 -2.334622

14 zL -4.093520 14.819895 -4.394695

Ratios

A.I-0.2855 23-21

24.567771 2.168146
_5.516885 0.297775
0.989327 0.015505

15.902150 1.519308
_0.990683 0.005511

-13.843165 1.438845
6.996528 0.381016

-6.693865 0.449234

_4.597132 0.224494
-4.502340 0.161097
6.996604 0.320031

-15.127542 11.426616
-2.446855 0.035065

-4.503857 0.265386

Total 箪 :)uJ 61468820 ~9･901328

Byinterpolationke-0.28383,V(kP)--0.00060

-0.290023 -2.769944
18.708029
0.0∝氾51

が=18･707978
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えられろことが推察された.

摘 要

マツを加害する穿孔虫塀の防除を目的とする薬剤の

イJ効庇評肺に.適切なる試験方法を確立する目的で,

糾木とした7本のマツの樹枝部から脱出する,キイロ

コキクイムシ成虫の分布を,10cmの長さを調査単位

として,3日ごとに最高15回まで調べた.その分布は,

おおむね過大分散を示し,負の二項分布によく適合し

た.とくに異常と認められたものをのぞくことによっ

て,各供試木における調査日間の共通のkeの値の算定

は可能であった.供試木中,1本を除外すれば,供試

木全体の共通なkoの値は求められた.このことは供

試木をさらに多くとれば,全体に共通なkeの値が求め

られるものと推測された.なお同一の供試木における

共通のkeをBlisssandOwenl)の簡便法とBlissand

FisherJ)の投光法の二方法で求め,その結架を比校

した.
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Summary

lnJuly1967,somebranches,havingdiameters

rangingfrom2to6cm,werecutfrom7living

pinetreeswhichwereabout50yearsold.These

brancheswereplacedatthebaseofthetree

from whichtheyweretakenforoviposition

ofCryPhatusfutvusLNiijimaforaperiodof20

days.Underalaboratoryconditionof25oCand

60% relativehumidity,thenumberofadults

thatemergedperunitoflOcmofabranchwas

countedevery3days. Thenumberofadults

countedperunitshowedoverdispersion. The

spatialdistributionsof92outof94samples

couldbewellfittedtothenegativebinominal.

Throughobservationofthespatialdistribution

dataitwaspossibletofitacommonkctoeach

of5trees.Itwasalsopossibletocalculatea

commonkeintheremaining2treesifoneortwo

unusualsampleswereomitted.Estimationofa

commonkQamongallthetreeswaspossibleif
oneunusualtreewasomitted.Theestimated

resultwas0.296.Therewasasmalldifference

betweenthecommonke'softhesametreede･

pendinguponwhetheritwascalculatedbythe

methodofBlissandOwenl)orthatofBlissand

Fisher2).

SludieBOmthehcrementoftheEfficacyoflnBeCticide且(VIII)MetabolismofSHIPyrethroids

intheAdultHouseFIy.MuscadomesLLcavfcinaMacq.Akifumi HAYASHl暮,TetsuoSAlTOand
Kisabuly▲TOMI(LaboratoryofAppliedEntomologyandNematology,FacultyofAgriculture,
NagoyaUniversity,Nagoya)ReceivedJuly17,1968.Botyu･Kagaku,33,90,1968.

141殺虫剤の効力増進に関する基礎的研究 (VIII).SH-アレス.)ンおよび3H-フタルス.)ンのイ
エバエにおける代謝について.林 晃史書.斉藤哲夫,瑚富啓三 (名古屋大学盟学部害虫学教室)

3H-アレスt)ンとaH-フタルス1)ンに共力剤piperonylbutox享de,n-propylisome,safroxan,

MGK-264および sulfoxideを 1:10の割合で混用し, ピレスロイドの体内への吸収ならびに代謝

について調べた.その結果,共力剤を加用することによって, 排治虫が少なくなり, 休内存在流の

多くなることが認められた. また, 表皮残存丑からみると共力剤の加用は有効成分の表皮透過性を

低下せしめるものと考えられる.

なお,代謝物をペーパークロマトグラフィーで調べた紙風 雨水剤とも6つの成分が分離され.

共力剤を加用することによって分解物の虫は少なく. このことより, 共力剤の作用横川の一つはピ

レスロイドの分解を抑制するものではないかと考える.

Thcpenetrationandmetabolismofpyrethroids 'Presentaddress:TaishoPharmaceuticalCo"

ininsectshavebeenstudiedbyWinteringham Ltd.,Toshima･ku,Tokyo. (大正到薬株式会社研

(1955).Hopkinsctat.(1957),ChangetaL.(1964), 究部防虫科学研究室)
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